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１．調査目的
次世代育成支援行動計画「子どもの世紀 しがプラン」、青少年育成長期構想「新・アクティユース
プラン」、「ひとり親家庭等自立促進計画」の３計画を統合した新たな計画の策定にあたり、データが
少ない青少年の社会的自立に関する意識にスポットを当てた調査を行い、青少年の自立支援にかかる施
策を検討する上での基礎資料を得ることを目的とする。

２．調査の概要
インターネットを利用して、青少年の就労や人生観に関する意識についてアンケート調査を行う。

２．調査の基本設計
（１）調査地域および対象者
滋賀県在住の１５歳から３４歳の男女

（２）マスターサンプル（使用名簿）
ネットモニター登録者を対象とし、スクリーニング調査を行い、本調査対象者を決定

（３）調査方法 パソコンＷＥＢ調査

（４）調査時期 平成２１年８月

（５）回収数 本調査 ５００名

資料１－⑥ インターネットによる青少年の社会的自立に関する意識調査
（単純集計結果から）

調査の概要
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0.2%5.8%48.8%12.4%8%3.6%17.6%3.6%100%

1人29人244人62人40人18人88人18人500人

その他大学院大学

専門学校
（専修学
校専門課
程）

短大・高
専

高校（定
時制・通
信制・単
位制）

高校（全
日制）

中学校調査数

152人152人143人53人500人

30.4％

30～34歳25～29歳20～24歳15～19歳調査数

30.4％28.6％10.6％100%

回答者の属性

250人250人500人

女性男性調査数

③学歴

①性別 ②年齢

④職業等

5.6%27.6%13.6%4.4%0.2%14%2%32.6%100%

28人138人68人22人1人70人10人163人500人

無職（家事
手伝い含
む）

学生・生徒
専業主
婦・主夫

自営業・自
由業

会社経営者

契約社員、
派遣社員、
パート・ア
ルバイト、
臨時職員

公務員
（正職員）

民間企業、
団体、研究
機関等の正
社員（正職
員）

調査数
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インターネットによる青少年の社会的自立に関する意識調査（速報値）

あなたは幸せですか

幸せである
25.8%

どちらかと
いえば幸せ
である
50.0%

どちらかと
いえば幸せ
ではない
10.6%

幸せではな
い
6.6%

よくわから
ない
7.0%

あなたは将来の夢や希望がありますか。

将来の夢
（希望）
がある
54.0%今はない

が、いず
れ見つけ
たいと思
う
23.6%

よくわか
らない
15.4%

自分の将
来には夢
も希望も
ないと思
う
5.6%

人生に夢
や希望を
持っても
意味がな
い
1.4%

滋賀県健康福祉部子ども・青少年局調べ（平成21年8月）

Ｎ＝５００ Ｎ＝５００

約75％の若者が自分は幸せであると考えている。 半数以上の若者が将来に夢や希望を持っている。
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経済的自立に対する考え

学校を卒
業した
ら、でき
るだけ早
く就職し
て経済的
に自立す
べきだ
65.6%

自立が遅
れても、
やりたい
仕事が見
つかるま
で就職し
なくても
よい
13.0%

どちらと
も言えな
い
21.4%

収入と仕事に対する考え

収入に恵
まれなく
ても自分
のやりた
い仕事を
すべきだ
35.6%

安定した
生活を送
れる収入
が得られ
れば仕事
内容には
こだわら
ない
36.4%

どちらと
も言えな
い
28.0%

インターネットによる青少年の社会的自立に関する意識調査（速報値）

滋賀県健康福祉部子ども・青少年局調べ（平成21年8月）

Ｎ＝５００
Ｎ＝５００

若者の多くは、学校卒業後、できるだけ早く経済的に自立すべきと考
えている。

収入よりもやりたい仕事を重視する若者と、仕事の内容よりも安定し
た収入を重視する若者はほぼ同数である。



5

現在と将来の考え

どちらと
も言えな
い
24.2%

将来の自
分の夢を
実現する
ためであ
れば今は
苦労して
もかまわ
ない
50.8%

将来のた
めに節
約・努力
するより
も、今の
自分の人
生を楽し
みたい
25.0%

社会に出て成功するために必要なこと

1.0%

2.0%

54.8%

6.0%

12.8%

29.8%

76.2%

0 50 100

%

個人の才能や努
力

学歴

資産があること

運やチャンスを
うまくつかむこ
と
いい友人や上司
をもつこと

その他

必要と思うもの
はない

インターネットによる青少年の社会的自立に関する意識調査（速報値）

滋賀県健康福祉部子ども・青少年局調べ（平成21年8月）

＜複数回答＞

Ｎ＝５００

将来の夢のためであれば、今の苦労を厭わないと考える若者が半数
を占めている。

社会で成功するためには、個人の才能や努力のほかに、チャンスうま
く捉まえることが大切であると考えている若者が多い。
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インターネットによる青少年の社会的自立に関する意識調査（速報値）

現在の悩みや心配ごと

7.2%

2.8%

51.8%

51.2%

26.4%

27.0%

50.6%

15.8%

0 50 100

％

勉強や進学のこと

就職や仕事のこと

家族や家庭のこと

友人や恋人のこと

お金のこと

自分の生き方や将
来のこと

その他

悩みや心配ごとは
ない

日本の社会における問題点

4.0%

8.6%

28.2%

21.0%

36.8%

52.6%

27.0%

39.6%

0 50 100

％

学歴によって人
生が決まってしま
う
個性的な人が社
会で受け入れら
れにくい
失敗すると、再
チャレンジが難し
い
若者が仕事につ
いて学ぶ機会が
少ない
若者が意見を発
言できる場が少
ない
学校外でいろい
ろ体験する機会
が少ない
その他

問題はない

滋賀県健康福祉部子ども・青少年局調べ（平成21年8月）

＜複数回答＞＜複数回答＞

失敗すると再チャレンジが難しいと考えている若者が多い。 仕事やお金、自分の将来について悩んでいる若者が多い。
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インターネットによる青少年の社会的自立に関する意識調査（速報値）

地域活動への参加状況

参加してい
る
11.8%

どのような
地域活動が
あるのか知
らない
26.4%

地域活動に
興味がない
ので、参加
したいとは
思わない
29.6%

参加したい
が、参加す
る時間がな
い
21.2%

参加したい
が、どうす
れば参加で
きるのかが
わからない
11.0%

悩みや心配ごとの相談相手

19.4%

6.6%

0.4%

8.6%

1.4%

12.2%

2.6%

4.8%

54.0%

49.8%

0 50 100

％

家族や親戚

友人

ネット上の仲間

学校の先生

恋人

行政などの専門相談機
関

職場の上司・先輩・同僚

その他

相談する人がいない

悩みがあっても相談しな
い

滋賀県健康福祉部子ども・青少年局調べ（平成21年8月）

＜複数回答＞

Ｎ＝５００

悩みの相談相手について、「相談する人がいない」、「悩みがあっても
相談しない」という答えが、友人、家族に次いで三番目に多い。

「地域活動に興味がない」、「どのような地域活動があるかを知らな
い」と答えた若者が過半数を占めている。
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インターネットによる青少年の社会的自立に関する意識調査（速報値）

結婚願望

すぐにでも
したい
11.8%

今はしたく
ないが、い
ずれはした
い
32.4%

結婚するつ
もりはない
4.2%

よい相手が
いればして
もよいが、
必ずしもし
なくてもよ
い
16.4%

すでに結婚
している、
または、結
婚すること
が決まって
いる
35.2%

滋賀県健康福祉部子ども・青少年局調べ（平成21年8月）

Ｎ＝５００
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インターネットによる青少年の社会的自立に関する意識調査（速報値）

滋賀県健康福祉部子ども・青少年局調べ（平成21年8月）

※現在、仕事に就いている人（専業主婦・主夫、学生・生徒、 無職（家事手伝い含む）以外）について

仕事に対する満足度

満足

12.8%

どちらかとい

えば満足

42.9%

どちらかとい

えば不満

32.3%

不満

12.0%

転職希望の有無

転職を考えて

いる

28.9%

今の仕事を続

けていきたい

（転職するつ
もりはない）

44.7%

よくわからな
い

26.3%

Ｎ＝２６６ Ｎ＝２６６

自分の仕事に満足している若者が過半数を占めている。 半数近くの若者が現在の仕事を継続したいと考えている。
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インターネットによる青少年の社会的自立に関する意識調査（速報値）

就労に対する考え

希望の仕事
があれば働
きたい
51.0%

希望と違う
仕事であっ
ても、働き
たい
43.0%

働いても働
かなくても
どちらでも
よい
3.0%

働きたくな
い
3.0%

就労経験の有無

働いたこと
がある
42.3%

今までに一
度も働いた
ことがない
57.7%

滋賀県健康福祉部子ども・青少年局調べ（平成21年8月）

※現在、仕事に就いていない人（専業主婦・主夫、学生・生徒、 無職（家事手伝い含む）について

※左の質問で「今まで一度も働いたことがない」と答えた人について

Ｎ＝２３４ Ｎ＝１３５

学生を含め、仕事に就いていない若者の大半は仕事に就きたいと考
えている。
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インターネットによる青少年の社会的自立に関する意識調査（速報値）

外出頻度

ほぼ毎日
46%

週に２～３
回
44%

週に１回
5%

ほとんど外
出しない
（月に２～
３回以下）
4%

まったく外
出しない
1%

現在の状況

病気やけが
の療養・休
養
2%

介護・育
児・その他
の家事
21%

進学や留学
のために勉
強中
7% 求職活動中

（独立や開
業に向けた
準備を含
む）
14%

特に何もし
ていない
9%

学校に在学
し、学業に
専念してい
る
47%

滋賀県健康福祉部子ども・青少年局調べ（平成21年8月）

※現在、仕事に就いていない人（専業主婦・主夫、学生・生徒、無職（家事手伝い含む））について

※左の質問で、「介護・育児・その他家事」、または「特に何もし
ていない」と答えた人について

Ｎ＝２３４ Ｎ＝７８
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最も長く続けた仕事の期間

１年未満
9.0%

１年～２年
未満
10.4%

２年～５年
未満
43.8%

５年～10年
未満
28.2%

10年以上
8.5%

現在までに勤めた会社数

１社（転職
なし）
44.1%

２社
25.2%

３社
14.8%

４社
6.3%

５社以上
9.6%

インターネットによる青少年の社会的自立に関する意識調査（速報値）

滋賀県健康福祉部子ども・青少年局調べ（平成21年8月）

※現在、仕事に就いている人、または無職であっても過去に就労経験のある人について

Ｎ＝３６５ Ｎ＝３６５
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インターネットによる青少年の社会的自立に関する意識調査（速報値）

滋賀県健康福祉部子ども・青少年局調べ（平成21年8月）

希望する職業等

民間企業、
団体、研究
機関等の正
社員（正職
員）
50%

公務員（正
職員）
10%

契約社員、
派遣社員、
パート・ア
ルバイト、
臨時職員
13%

自ら起業
し、会社等
を経営した
い
6%

仕事に就く
つもりはな
い
2%

自営業・自
由業
9%

専業主婦・
主夫
10%

※現在、仕事に就いている人で転職を考えている人、または無職
の人について

Ｎ＝３１１
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